
都城工業高等専門学校 建築学科 教員公募要領    
 

 
 １．職名及び人員                准教授・講師・助教 いずれか１名 
 
 ２．所  属  学  科    建築学科 
 

３．専  門  分  野   ①建築構造分野または土木構造分野 あるいは 
  ②建築材料分野または土木材料分野 

            
４．担 当 科 目   ①分野の方：構造力学・建築構造・卒業研究・特別研究等を担当 
           ②分野の方：建築材料・建築学実験・卒業研究・特別研究等を担

当 
 
 ５．応  募  資  格   

 （１）修士以上の学位を有する方(修士の場合は着任から５年以内に
博士号の取得が見込める方) 

            （２）上記の担当科目を教授できる方で、本校の教育理念を理解し、
高等専門学校の教育・研究・学生指導（学級担任、寮生指導、
課外活動等）に熱意を持ち、学校運営（特に情報システム管
理）にも協調して参画できる方 

              
６．採 用 予 定 日   採用内定後できるだけ早い時期 
 
７．待     遇  勤 務 時 間：原則午前８時３０分から午後５時１５分(うち休憩時間

１時間) 本校は１年単位の変形労働時間制を採用して
おり、上記と異なる勤務時間も選択可能 

休   日：原則土・日・祝日及び年末年始 
                 ただし、学校行事等によって休日を振り替える場合あ

り 
時間外労働 ：あり 

給      与 ：独立行政法人国立高等専門学校機構教職員給与規則 

による（学歴、職務経験等を考慮の上、決定）  

諸 手 当 ：通勤手当、住居手当、扶養手当、地域手当、時間外勤 

務手当等 

賞     与：あり（年２回）  

昇     給：あり（年１回）  

保  険 等：共済保険、厚生年金、雇用保険、労災保険に加入する 

試用期間 ：あり（採用の日から６ヶ月）  
任    期 ：なし 

 
８．提  出  書  類  （１）履歴書（履歴書、写真貼付） 

（２）業績一覧（著書・論文・研究発表等） 
（３）最適と思われる主たる著書・論文・研究発表等の概要３件以

内（様式は任意 各８００字程度） 
（４）上記概要に記載の著書・論文・研究発表等の別刷（コピー

可） 
（５）最終学歴又は最終学位の証明書又はそれらの証明となるもの

の写し 
（６）企業等での実務経験のある方については、業務履歴、設計等

の実務の業績がある場合はその業績一覧 
（７）建築士等の資格を保有する場合は、証明できる書類又はその

証明となるものの写し 
（８）①教科教育②研究③生活指導に対する抱負（①、②、③それ

ぞれ８００字程度） 
 
  ９．応 募 締 切 日   令和６年３月１５日（金）必着 



 
 

10．選  考  方  法    第一次選考 書類審査 
第二次選考  面接（その際、教科教育・研究・生活指導に対する

抱負及び自己の実績や経験をもとにした専門に関す
るプレゼンテーションを行っていただきます。） 

            
  
  11．書 類 提 出 先    ※紙媒体で提出される方 

〒８８５－８５６７ 宮崎県都城市吉尾町４７３番地の１ 
都城工業高等専門学校 総務課人事係 
※郵送の場合は書留とし、封筒の表に「建築学科(●●分野)教員
応募書類在中」と朱書のこと 
 
※電子媒体で提出される方 
全ての書類をPDFにして、以下問い合わせ先メールアドレス宛に
送付ください。その際は、件名を「建築学科（●●分野）教員応
募（氏名）」としてください。 

 
 
  12．問 合 わ せ 先   都城工業高等専門学校 総務課人事係 

TEL ：０９８６－４７－１１０８ 
e-mail：jinji@jim.miyakonojo-nct.ac.jp 

 
13．そ  の  他  （１）キャリア形成の観点から、学位や業績などが同等の場合は年

齢が若い方を優先し、職名も前職や業績、学位の有無などを
考慮して決定します。 

（２）面接時の交通費は、応募者の負担となります。 
（３）応募書類は返却いたしません。選考終了後、適切に処理させ

ていただきます。 
（４）高専間異動をすることがあります。 
 

以上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（参考資料） 
 
都城高専の教員が携わる授業以外の職務概要 

 
 本校は、本科800名、専攻科32名の学生定員を有する高等教育機関であり、幅広い年齢層

（本科：15歳～20歳、専攻科：21歳～22歳）の学生を教育するため、本校に勤務する教員の

職務は、高等学校あるいは大学の教員のそれとは、おのずと大きく異なります。本校への採

用後は、教科教育、研究、生活指導、学校運営などの広範な職務に携わることになりますが、

本校の教育理念である「優れた人格を備え国際社会に貢献できる創造性豊かな実践的技術者

の育成」を念頭に、学生の教育に情熱を持って取り組んでいただかなければなりません。 
 以下に、本校教員の授業（実験実習等を含む）以外の職務についての認識を深めていただ

くために、主な職務の概要を記します。 
 
（１）学級担任 

 一学級40名程度の学生に対し、勉学・生活指導など学生生活全般にわたるきめ細かな指

導を行います。ショートホームルームや放課後の教室清掃の指導のほか、体育競技会・高

専祭・研修旅行などの各種行事の指導・助言・引率や、学生の悩み・進路などについて学

生・保護者に対する個別的な対応を行います。 
 
（２）学校運営 

 教務委員会、学生指導委員会、寮務委員会をはじめとする各種委員会があります。学級

担任などとの兼務あるいは複数の委員会に所属し、委員会の業務を分担して行います。ま

た、教務・学生・寮務の3主事及び主事を補佐する主事補、専攻科長及び専攻科長を補佐す

る専攻主任、学科（科）長、各種センター・室の長（員）としての職務を担い、学校運営

に携わります。 
 
（３）教育研究と地域貢献 

 高専の教員は、教育、研究、地域貢献に積極的に取り組み、その成果を積極的に公表す

るとともに、出前講座、公開講座などに活かして地域社会への貢献につなげることが期待

されています。 
 
（４）クラブ指導 

 ほぼ全ての教員が学生の日常的な課外活動、練習試合、合宿などを顧問教員として指導

するのに加え、各種コンテス卜・大会において学生指導・引率・運営業務に携わります。 
 
（５）学生寮の宿直 

 300名程度の学生が居住している学生寮は、生活の場であるとともに教育の場として捉え

られています。集団生活を通して学生の人格形成を図るなどの目的から、原則として全教

員に学生寮の宿直の業務が割り当てられています。 
 

（６）国際交流 
  海外の協定校との交流を中心として、海外の大学や研究機関と学術研究面および学生交

流、国際共同研究等を企画、実施します。また、外国人留学生の生活面や学習面のサポー

トも行います。 
 
（７）情報システム管理 
  本校の教育・研究活動に不可欠であるネットワーク環境を正常な状態に維持し、本校で

学ぶ学生が立派な“実践的技術者”になるための質の高い教育を受けられるように支援し

ます。また、情報セキュリティ対策に関する活動を通じて本校の情報セキュリティレベル

を維持・向上し、IT技術を活用するために不可欠な情報セキュリティに関する素養を学生

が身につけることを支援します。 


